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１．はじめに

正倉院正倉の創建年代は天平勝宝８年（７５６）前後とみられている。この建物は、北倉、南倉

の校倉造りとこの中間にある板倉造りの中倉とからなる。このように現在の正倉は、一棟三倉

の形式である。正倉についてはつぎのように諸説があって定まっていない。

１）当初から一つの屋根の下に北倉、中倉、南倉の三室があったとする説。

２）もとは南倉と北倉とがそれぞれ独立した建物であったとする説。

３）一つの屋根の下に北倉と南倉とがあって、中倉はあとで増設したとする説。

今回の年輪年代法による年代調査では、現在の建物が創建当初のものなのか、あるいは中倉

は当初から一つの屋根の下にあったものなのかなどを明らかにすることを目的とした。

そこで、北倉、中倉、南倉の床下の部材のなかから年代測定が可能と思われる柾目板のもの

を選定し、８インチ×１０インチ版のモノクロ写真を撮影し、その写真画像を用いて年輪幅の計

測をおこない、年輪年代を求めることとした。

２．選定部材と方法

年輪年代法の測定対象となる部材の選定については、柾目板状のもので、年輪層数が約１００層

以上あり、しかも辺材部が残存しているものに着目して選び出した。撮影は、８インチ×１０イ

ンチ版（モノクロ）でおこなった。撮影にあたっては、スケールを同時に写し込み年輪幅の計

測に備えた。表１には、あらかじめ選定した部材１６箇所の一覧を示した。年輪幅の計測にあた

っては、等倍に焼き付けた年輪画像から専用の年輪読取り器を用いておこなった。コンピュー

タによる年輪パターンの照合法は、相関分析手法によった（１）。年輪年代を求めるにあたっては、

近畿地域のヒノキ年輪で作成した紀元前３７年～８４５年のものと５１２年～１３２２年のものとの２種類

を用いた。ここで便宜的に前者をAパターン、後者をBパターンとする。

３．調査・結果

選定した部材の総数は１６点である。内訳は北倉から床板６点、台輪２点の計８点、中倉から

床板３点、台輪２点の計５点、南倉から床板を２点、台輪１点の計３点である（図１）。このう

ち、辺材部を有するものが７点あった。年輪幅の計測にあたっては、年輪が鮮明に写っている

ものに限られるので、このなかから不鮮明なものを３点（�、�、�）除外した。

計測した年輪層数は�の床板を除き、ほぼ１００層以上あるものばかりであった（表２・図２）。

これらの年輪パターンと２種類の暦年標準パターンとの照合の結果、まずAパターンと合致し
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たのは、�、�、�の３点であった。この他に、�は�、�は�との照合によって、�は�と

の照合によって、高い類似度で合致した（原木の産地が近いものほど、合致率が高くなる傾向

があるため）。これらをまとめると、まず重要な年輪年代は、�すなわち中倉の台輪から得られ

た年代値である。この台輪には辺材部が約２．８�程残存していた。この最外年輪に続く外側の年

輪があと何層分削除されたのかは不明であるが、平均的な辺材幅（約３�）からみて、この年

輪年代は原木の伐採年に近い年代とみて間違いない。つまり、創建当初の材が現在も現役で使

われていることが明らかになった。ほかの５点は�の年輪年代より古く出ているが、この年代

差は、原木から外側を削った際の差によるものであって、いずれも台輪と同年代のものとみて

間違いない。

この結果から、７５６（天平勝宝８）年頃までには建立されていたとする説にかぎりなく近いこ

とが想定できる。しかも中倉の床下部分は、台輪、床板とも南倉、北倉と同様に、創建当初か

らのものであることも判明した。今後、中倉の板壁に使われている材を測定する機会があれば、

中倉が倉として機能しはじめたのは当初からなのか、あるいは、後世になってからのことなの

かはいずれ明らかになるであろう。

つぎに、Bパターンと合致した床板は�と�の２点であった。このうち、�の部材には辺材が

１．６�残存していた。この年輪年代は１１８９（文治５）年と確定、この年代も比較的伐採年に近い年

代とみなすことができる。ちなみに、この頃の正倉の略年譜をみてみると、以下のことが記さ

れている。

１１９３（建久４）年：勅封倉修理のため、納物を綱封倉に移し目録を作る（『東大寺続要録』宝蔵

篇）、

１２３０（寛喜２）年：北勅封倉・南綱封倉破損により、北勅封倉宝物を中勅封倉に移し、次いで

綱封倉も開く（同上）

１２５４（建長６）年：夜、勅封倉北倉の扉に落雷、雷火は倉内に入ったが、扉を切り放して消火。

のち北・中両倉の扉、北倉の柱、敷居などを造替（同上）

はたして、今回得られた�の年輪年代１１８９年はどの事柄とかかわってくるのであろうか。建

築史学、美術史学、考古学研究者のご意見を待ちたい。

（奈良文化財研究所 埋蔵文化財センター 古環境研究室長）
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表１ 床下調査対象一覧

番号 調査対象部材 部材位置／測定箇所（付図参照）

� 南倉台輪 南２・南３の間（東西方向）／南２側、東から２本目の束柱の東側

� 南倉床板 南２、西から５枚目／北寄り（北端から１２０cm）

� 中倉床板 中３、東から５枚目／南端

� 中倉台輪 西側（南北方向）／中２南寄り（南端から３０cm）

� 中倉台輪 西側（南北方向）／中３北端

� （欠番）

� 南倉床板 南１、西から７枚目／北寄り（北端から５０cm）

� 中倉床板 中２、東から６枚目／北端

� 中倉床板 北３、東から７枚目／中央（南端から１７０cm）

	 北倉床板 北３、東から１枚目／南端


 北倉台輪 北３・中１の間（東西方向）／中１、東から８枚目の北隣

� 北倉床板 北３、東から１４枚目／北端

� 北倉床板 北３、西から７枚目／南寄り（南端から３０cm）


 北倉床板 北２、西から５枚目／南端

� 北倉床板 北２、西から１７枚目／北寄り（北端から６０cm）

� 北倉台輪 西側（南北方向）／北１中央

� 北倉床板 北１、西から９枚目／北寄り（北端から２５cm）

図１ 正倉床伏図
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表２ 正倉院校倉床下調査部材の年輪年代測定結果

番号 年輪数 形状 ｔ値 辺材幅 年輪年代

�
�
�
�
�
�（欠番）
�
�
�
	


�
�


�
�
�

１２７

２５９
１９２
２２３
－
－
２０４
１５９
２４２
１７５
９９
－
１７８
１７５
１７２
－

辺材型
心材型
辺材型
辺材型
辺材型
－
心材型
心材型
辺材型
心材型
心材型
心材型
辺材型
心材型
心材型
辺材型
心材型

－
７．３
－

１１．３（：�５）
６．６
－
－
５．１

５．０（：�５）
－
－

５．８（：�１５）
－
－
５．１
６．１
－

３．３�
－

１．９�
１．８�
２．８�
－
－
－

１．３�
－
－
－

２．０�
－
－

１．６�
－

－
１１５４
－
７１４
７４１
－
－
６３９
７１６
－
－
５９４
－
－
６００
１１８９
－

�

�

�

�

�

�

�

�

図２ 床下調査部材の年輪年代
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